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ルカ福音書13:22-14:35/17:20-18:30 

ルカ福音書13章22節からと17章20節から。 

9章の51節から18章までのところが悪者、偽り者との戦い、欲望、罪との戦いと書い
てありますけれど、例え話が沢山あったりするところです。13章22節からと14章25節
からというのはこの中でここにあります。それと17章20節からというのはここにあり
ます。この間にいわゆる例え話と言われているのがたくさん入っていますね。ここがひ
とつのセットになっているということで、1、2、3、4つの段落のうちの、頭(1段落)と
おしり(4段落)のところが似ている。真ん中(2段落と3段落)が似ていますので、この最初
と最後のところの並行を見ています。 

最初の2つのところ。2つのところと言っているのは大きな流れの中での2つですね。
ここの段落(13:22~から14:25~)を4つに分解して、食べたり飲んだりしている、「主よ救
われる者は少ないんですか」と言って、「入れる入れない」という話をしているところ
です。ここもまた招かれて宴会なんですね。そして、続けて話をしますけれども、ここ
(14:12~)も宴会と食べる話が多いです。 

次の段落が17(:20)からのところですね。ここには人の子が現れますけれども、その現
れた時に命を救う、応答すると。永遠の命を自分のものとして受けるのはどうしたらい
いんだと。祈りの話と祈り話というように、全体を見て慣れていくのにちょっと時間が
かかりました。 

最初のこの４つ(13:22~から14:25~)と、ここの4つ(17:20~から18:15~)このクロスして
いるほうが特徴があります。話としても、この14の1からの場面と、14の12からの場面
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は、同じ場面です。18の1からのところも、18の1からのところと、18の9からのところ
が、同じ場面ということです。その意味でも繋がってると思います。こちら(14の1の場
面と、14の12からの場面)は招く人、招いた人招かれた時に、招くんだったらこの人を
招いてくださいね。で、断ったりしてますよね。招かれたのに断ってる人達は、畑、
牛、妻の話で断っています。これは十戒の10番目の欲の話のところに出てくる財産で
す。畑、牛、妻と財産を優先しているというような感じですね。貧しい者と財産を持っ
てる人の対比もあるかと思いますけれど、この招く招くということですね。 

それと17章からのところの、いつも祈るべきで不正な裁判官に頼みますという例えが
(18:1~に)あります。自分を義人だと自認している人にも例えを話します。この時も祈る
ためにと祈りの話があります。祈りの話と招く話が各段落で共通しているなあというふ
うに見えるのですけれど、じゃあ招く話という話は何か並行してるんだろうかというこ
とで見てみました。 

招くという方は、呼んでくれるのですね。呼んだのに来なかったという呼ぶ。宴会、
安息日に宴会して食事の祝福を与えようとして呼んでいるということで、呼ぶと。 

祈るという方は、神様を呼ぶということなんですよね。これは旧約聖書で、神様に祈
る時にという時に呼ぶと答えてくださるというその呼ぶということです。新約聖書の方
は特に呼ぶという言葉ではないようですけれども、祈るというのは神様を呼んでいると
いうことなので、神様に呼ばれる、神様を呼ぶという並行があるのかなということで
す。この祈るという方に共通しているところの不正な裁判官は、とにかく聞いてくれる
という話なんですけれど、「神様は求めた者に正しい裁きをしてくれます」というのが
結論部分のところにあります。 

パリサイ人と取税人の祈りの対比の最後のところ(18:9~)で、罪人の私を憐れんでくだ
さいと言うと、この人が義と認められましたと。自分を義人だと自認しているパリサイ
人ということで、この義と認められる、正しいと認められる、正しい裁きをしていただ
けるという意味では、この祈り、神様を呼んでるという時に、この共通してる時は主の
名を呼ぶ。裁きを求めているというのが神様に祈る、神様を呼ぶ理由な訳です。そうい
う意味で、正しい裁き、正しさを求めて神様を呼んでいる。神様は祝福を与えようとし
て招いているということが、この2つの段落で特徴のあるところの共通点で、反対側、
裏返しになっているような感じです。 

残っている方の側(17:20~)はどうかなというふうに見てみますと、人の子の現れる日
に滅びが来ますよ。その時に命の心配がここにあります。こちら(18:15~)も、神の国に
入れる永遠の命を持つことができるという神の国に入るということはどういうことです
か、誰が救われますかという質問に対して答えているというところで、この(17:20~は)
さばきの日に神の国に入れる人、いのちを救われる人。(18:15~は)全てを捨てる人は、
永遠のいのちを頂けるという、このいのちの話が共通してるかなと。 

一方こちら(13:22~)は神の国で似たような感じがするんですね。救われる者、神の国
で食卓に着く者ということで、今の箇所と似てはいるのですけれども、こちらはこの神
のしもべたちと一緒にと預言者が強調されていますね。神のしもべと一緒にということ
ですので、預言者、弟子は全てを捨ててキリストの弟子になっている者たち、預言者た
ち。こちら(14:25~)は、全てを捨ててついてこないと私の弟子になることはできません。
まず座って金、まず座って力。そして全部を捨てないで私の弟子になることはできませ
んということですので、この弟子になる、子とされる。預言者ですから、しもべとされ
るというところが共通しているところなのかな。こちら(13:22~、14:25~)は、子とされ
ること。こちら(17:20~、18:15~)は、命をいただくことというように共通しているので
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はないかと。こちら(14:1~、14:12~)は呼ばれる。こちら(18:1~、18:9~)は呼ぶという共
通点ですね。 

そうすると、その形が似ているねということで、(クロスしている方は)「弟子、命が
与えられる、神の国、救われる」という話と、「呼ぶ、呼ばれる」ということがここに
共通しているというように見ました。 

それともう1つここにありますね。4枚の紙の右側と左側ということです。右側
(13:22~、14:1~)(17:20~、18:1~)と左側(14:12~、14:25~)(18:9~、18:15~)が共通してる
かなということで見ています。両方とも段落の前側(右側)と後ろ側(左側)。前側の方は、
高い者、高くする者、先の者と言っている話と、人の子、さばき主が来ます、不正な裁
判官の話ということで、「預言者、人の子」と。この裁く側の権威ある者、高い者は誰
なのかという方が強調されています。後半の方は、隣人に対して何をするか、兄弟に対
して何をするか、リーダーに対して、支配者に対して、もしくは支配者が、ということ
と、隣人に対して隣人が何をするべきかということが後半という共通点と見ています。
ここは律法を守る話がありますよね。それと財産をどう取り扱うかというような事が出
ています。貧しい者に与えるということですね。ということでこの律法を守る財産を取
り扱うというところは、「隣人に対して」ということで共通しているんじゃないかなと
隣人に対して正しさを行うということが強調されこちらは権威ある者に対してどうなの
かという話をしていますで、この権威ある者という中の2つの段落に、十字架の預言が
ちょうど入っているというところを見ても、その権威ある者が誰なのかということが分
かると思います。 

13の33と17の25のところに、十字架の預言が書かれていますので、低くする者は高
くされるということです。それと隣人を正しく愛するということが、この2つで取り扱
われて、戦いの中で戦いを教える弟子を訓練して教える中で、ここでこの欲望、罪との
戦いということが今の分析したところです。真ん中(2、3段落目)のこの4つですね。こ
こにも同じような財産の話だったり、悔い改める話だったりありますので、それらと一
緒に見て、もう一度この段落の位置付けを考えるという事をしなければいけません。 
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